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の
晩
唐
期
（
九
世
紀
）
以
降
に
登
場
し
、
長
い
間
流
行
し
て
い
た
。
熾
盛
光
仏

は
毛
穴
か
ら
五
色
の
大
光
明
を
放
つ
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
、
日
月
と

星
宿
な
ど
の
天
体
を
司
る
仏
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
地
上
の
災
厄
や

人
の
運
命
な
ど
は
す
べ
て
天
体
の
運
行
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
天
体
運
行

の
異
変
が
起
き
た
時
、
地
上
で
は
そ
れ
相
応
の
影
響
を
受
け
、
災
い
が
降
り
か

か
り
、
人
々
が
不
幸
に
取
り
つ
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
際
に
、
熾
盛
光
仏
は
そ
の
大
光
明
を
放
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
地
異
変
を
お

さ
め
、
災
厄
を
取
り
除
き
、
人
々
を
不
幸
な
境
遇
か
ら
救
い
出
し
て
き
た
。

熾
盛
光
仏
を
説
く
経
典
儀
軌
は
、
唐
代
の
不
空
が
訳
し
た
『
仏
説
熾
盛
光
大

威
徳
消
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』
、
唐
代
訳
者
不
明
の
『
仏
説
大
威
徳
金
輪
仏
頂
熾

盛
光
如
来
消
除
一
切
災
難
陀
羅
尼
経
』
、
唐
代
の
達
磨
栖
那
が
訳
し
た
『
大
妙

金
剛
大
甘
露
軍
拳
利
焙
嬰
熾
盛
佛
頂
経
』
、
唐
代
の
戸
羅
跛
陀
羅
が
訳
し
た
『
大

聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
儀
軌
に
従

熾
盛
光
仏
信
仰
、
及
び
熾
盛
光
仏
を
主
題
と
す
る
絵
画
や
彫
刻
作
品
は
中
国

は
じ
め
に

研
究
ノ
ー
ト

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
唐
末
宋
初

熾
盛
光
仏
星
宿
神

た
だ
し
、
宋
初
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
現
存
す
る
七
幅
の
熾
盛
光
仏
図
像
の
作

て
い
る
「
正
面
式
」
が
あ
る
。
ま
た
明
時
代
に
な
る
と
、

菩
薩
と
諸
星
宿
が
横
に
並
ぶ
が
流
行
し
て
い
た
。

の
両
側
に
脇
侍

2

)

を
は
じ
め
と
す
る
主
尊
が
九
曜
に
囲
ま
れ
、

の
上
に
結
珈
訣
坐
し

窟
に
あ
る
「
金
輪
熾
盛
光
仏
及
び
九
曜
像
」
（
以
下
、
大
足
像
と
表
記
す
る
）

星
宿
た
ち
に
囲
ま
れ
た
「
巡
行
式
」
と
、
大
足
石
刻
・
北
山
仏
湾
の
第

と
す
る
、

の
熾
盛
光
仏
が
牛
車
に
乗
っ
て
、
斜
め
向
き
の
姿
で
描
か
れ
、

宋
元
明
時
代
に
お
け
る
熾
盛
光
仏
図
像
の
作
例
が
い
く
つ

(

5

)

 

孟
嗣
徽
氏
の
指
摘
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
現
存
作
例
に
は
、

の
「
熾
盛
光
仏
並
五
星
図
」
（
以
下
、
大
英
本
と
表
記
す
る
）
（
図
1

)

を
代
表

て
い
る
。

作
さ
れ
た
絵
画
は
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

名
画
録
』
『
図
画
見
聞
志
』
な
ど
の
文
献
に
よ
る
と
、

し
て
制

に
寺
の
壁
画
と
い
う
形
式
で
存
在
し
て
い
る
た
め
、

戦
争
や
地
質
災
害
な
ど
の
影
響
で
多
く
が
破
壊
さ
れ
、
宋
以
前
に
描
か
れ
た
寺

の
壁
画
の
遺
例
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

『
益
州

古
代
中
国
の
仏
画
は
、

い
、
熾
盛
光
仏
を
本
尊
と
す
る
修
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。

唐
末
宋
初
の
熾
盛
光
仏
図
に
お
け
る
他
図
像
の
借
用
に
つ
い
て

施
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゜
、つ

唐
末
宋
初
の
熾
盛
光
仏
図
の
図
像
分
析
に
つ
い
て

際
立
つ
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
。

例
か
ら
見
る
と
、
「
巡
行
式
」
と
「
正
面
式
」
に
分
類
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
例

は
明
ら
か
に
違
う
底
本
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
「
熾
盛
光
仏
並
五

星
図
」
、
大
足
石
刻
・
北
山
仏
湾
の
第
三
十
九
窟
に
あ
る
「
金
輪
熾
盛
光
仏
及

び
九
曜
像
」
、
奈
良
・
上
之
坊
所
蔵
『
熾
盛
光
仏
大
威
徳
錯
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』

見
返
絵
と
蘇
州
博
物
館
所
蔵
『
大
随
求
陀
羅
尼
経
呪
』
版
画
は
制
作
年
代
が
明

確
な
作
例
で
あ
る
。
本
稿
で
は
主
に
こ
れ
ら
の
制
作
年
の
明
ら
か
な
作
品
を
、

基
準
作
と
し
て
取
り
扱
う
。
ま
ず
は
画
面
分
析
を
行
い
、
五
星
図
様
が
表
す
多

く
の
類
似
点
と
、
主
尊
で
あ
る
熾
盛
光
仏
の
持
物
、
印
相
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻

く
モ
チ
ー
フ
に
統
一
性
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
五
星
図
様
の
発
展
と
主

尊
熾
盛
光
仏
の
そ
れ
が
同
調
し
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
す
る
。
ま
た
、
先
行
研

究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
経
典
儀
軌
の
内
容
及
び
そ
の
流
布
や
熾
盛
光
法
が
修
法

さ
れ
る
背
景
を
考
察
し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
熾
盛
光
仏
図
が
上
述
の
特
質
が

宋
初
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
熾
盛
光
仏
図
像
の
う
ち
、
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て

い
る
作
品
は
七
幅
あ
り
、
そ
の
中
で
年
紀
が
あ
る
の
は
四
幅
で
あ
る
。
孟
氏
の

分
類
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
作
例
は
「
巡
行
式
」
と
「
正
面
式
」
に
属
す
る
。

画
面
を
細
か
く
確
認
し
て
い
く
と
、
各
図
に
独
自
性
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
制

作
年
代
順
に
紀
年
銘
を
有
す
る
四
つ
の
熾
盛
光
仏
図
に
対
し
画
面
分
析
を
行

ま
ず
は
「
巡
行
式
」
に
属
す
最
も
古
い
現
存
作
例
で
あ
る
大
英
博
物
館
所
蔵

の
「
熾
盛
光
仏
及
び
五
星
図
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
基
本
情
報
を
確
認
す
る
。

大
英
本
は
制
作
年
代
と
画
題
が
供
養
銘
の
中
に
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
貴
重
な

遺
例
で
あ
る
。

「
熾
盛
光
仏
並
五
星

表
慶
神
乾
寧
四
年
正
月
八
日

弟
子
張
淮
興
書
一

供
養
銘
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
本
作
の
題
名
は
「
熾
盛
光
仏
並
五
星
」
図
で
、

制
作
年
は
唐
の
乾
寧
四
年
（
八
九
七
）
で
あ
る
。
絹
本
着
色
で
、
出
土
場
所
は

敦
煽
莫
高
窟
の
第
十
七
窟
で
あ
る
。

熾
盛
光
仏
は
画
面
の
中
央
に
位
置
し
、
牛
車
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
蓮
華
座
の

上
に
、
結
珈
朕
坐
の
姿
勢
で
坐
っ
て
い
る
。
右
手
は
屈
腎
し
掌
を
前
に
し
て
第

二
、
三
指
を
伸
ば
し
、
左
手
は
腹
前
で
掌
を
上
に
し
て
五
指
を
伸
ば
し
、
説
法

印
を
結
ん
で
い
る
。
体
は
画
面
の
左
側
に
傾
い
て
い
る
。
螺
髪
で
装
飾
が
な
い

質
素
な
姿
の
如
来
形
で
あ
る
。
熾
盛
光
仏
の
肉
身
は
墨
線
で
描
か
れ
、
頭
光
と

身
光
が
な
い
が
、
体
か
ら
五
色
の
大
光
明
を
放
っ
て
い
る
。
牛
車
の
両
側
に
は

そ
れ
ぞ
れ
一
本
の
、
雲
の
文
様
で
飾
ら
れ
た
幡
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
熾
盛
光

仏
の
頭
上
に
は
天
蓋
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
体
の
前
に
は
香
案
が
設
け
ら
れ
、

己」
吾
口 画

面
の
左
上
に
以
下
の
よ
う
な
供
養
銘
が
書
か
れ
て
い
る
。

作
例
で
あ
り
、
熾
盛
光
仏
と
星
宿
を
主
題
と
す
る
唐
時
代
に
残
さ
れ
た
唯
一
の

（
一
）
大
英
本
に
つ
い
て

136-



堂
堂
五
行
、

歳
星
居
前
、
不
武
不
挑
。
求
之
古
人
、
其
有
帝
幸
翌

ま
た
、
宋
時
代
の
蘇
洵
は

の
火
星
は
外
道
の
姿
で
、
襲
馬
の
冠
を
戴
き
、
四
本
の
手
に
そ
れ
ぞ
れ

武
器
を
持
っ
て
い
る
。
左
側
の
前
に
あ
る
手
に
は
剣
、
後
ろ
の
手
に
は
矢
を
持

ち
、
右
側
の
前
に
あ
る
手
に
は
三
叉
戟
、
そ
し
て
そ
の
後
ろ
の
手
に
は
弓
を
持
っ

「
呉
道
子
画
五
星
賛
」
に
、

(

9

)

 

い
た
五
星
図
の
様
子
を
記
録
し
た
。
以
下
、
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

で
あ
る
。

の

星
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
の
左
下
に
い
る
の
は
土
星
で
あ
り
、
婆
羅
門
の
姿

で
、
牛
の
冠
を
戴
き
、
錫
杖
を
持
つ
。
そ
し
て
牛
の
口
取
り
縄
を
引
い
て
い
る
。

の
後
ろ
に
い
る
の
は
、
婦
人
の
姿
で
、
白
い
練
衣
を
纏
い
、
鳥
の
冠
を
戴

猪
の
冠
を
戴
き
、
花
と
果
物
を
捧
げ
て
い
る
木

主
尊
は
通
肩
に
袈
裟
を
纏
い
、
蓮
華
座
の
上
に
結
珈
朕
坐
し
て
い
る
。

現
存
作
例
に
お
い
て
、
年
紀
を
持
つ

し‘

(

1

0

)

 

の
造
像
で
あ
る
。

大
足
像
は
前
蜀
・
乾
徳
四
年
（
九

）
の
銘
文
を
持
つ

次
に
、
「
金
輪
熾
盛
光
仏
及
び
九
曜
像
」
に
つ
い
て
、

め
る
。

て
い
る
。

（

二

）

つ
い

フ
ラ
ン
ス
本
と
す
る
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

き、

い
て
い

ラ
ン
ス
そ
し
て
、
大
英
本
と
明
ら
か
に
同
じ
底
本
か
ら
描
か
れ
た
作
例
と
し
て
、

フ

の
「
熾
盛
光
仏
及
び
諸
星
曜
図
」
（
図

3
）
（
以
下
、

た
五
星
図
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

す
る
特
徴
が
多
い
。
大
英
本
の

の
容
姿
は
確
か

の
姿
で
、

以
上
の
記
述
は
、
大
英
本
に
あ
る

一
致
は
し
な
い
が
、

に
位
置
し
、
筆
と
紙
を
手
に
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
れ
、
他
の
像
よ
り
も
ず
っ
と
濃
く
な
り
、
表
現
も
新
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

(

6

)

 

の
顔
に
あ
る
金
泥
が
塗
り
直
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

団
と
し
て
雲
の
上
で
運
行
す
る
様
を
呈
し
て
い
る
。

の
持
物
、
頭
冠
及
び
色
に
関
し
て
は
、
『
七
曜
攘
災
決
』
巻
二
、
『
梵
天

ニ
な
ど
九
世
紀
に
唐
の
都
に
伝
来
し
た
経
典
が
典
拠
で
あ
る
こ

熾
盛
光
仏
の
右
手
側
に
水
星
が
お
り
、
婦
人
の
姿
で
、
黒
衣
を
纏
い
、
頭
に

猿
の
冠
を
戴
き
、
手
に
は
筆
と
紙
を
持
っ
て
い
る
。
水
星
の
右
手
に
は
、
官
人

と
が
指
摘
さ
れ
た
。

抱
撫
四
弦
、
如
声
噌
噌
。

粧
非
今
人
、

こ
の
記
述
か
ら
は
、
木
星
は
前
に
あ
り
、
帝
王
風
の
容
姿
で
手
に
剣
を
持
つ
。

火
星
は
南
に
あ
り
、
左
手
に
弓
、
右
手
に
刀
を
持
つ
念
怒
形
で
あ
る
。

痩
身
で
腰
が
長
い
。
金
星
は
婦
人
の
姿
で
手
に
四
弦
琵
琶
を
抱
く
。

熾
盛
光
仏
と
五
星
は

よ
り
、

條
忽
万
里
、
遠
莫
可
招
。
太
白
惟
将
、
宜
其
壮
夫
。
今
惟
婦
人
、

ウ
ィ
ッ
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
は
、
熾
盛
光
仏
の
目
や
鼻
な
ど
の
線
も
描
き
直

そ
の
上
に
は
様
々
な
供
養
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

盛
服
倶
剣
、
其
容
昭
昭
。
焚
惑
惟
南
、
左
弓
右
刀
。

震
惧
下
土
、
莫
敢
有
騎
゜
崖
崖
土
星
、
痩
而
長
腰
。
四
方
遠
遊
、

137-



上
之
坊
本
は
、
北
宋
・
開
宝
五
年
（
九
七
二
）
開
版
の
刊
記
を
持
つ
『
熾
盛

に
体
ご
と
包
む
大
き
な
光
背
が
あ
り
、
両
手
は
腹
の
前
で
定
印
を
結
び
、
掌
に

は
金
輪
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
主
尊
を
囲
ん
で
い
る
脊
属
の
部
分
の
欠
損
が
見

受
け
ら
れ
、
現
在
、
像
容
の
明
ら
か
な
も
の
は
右
側
の
五
体
と
左
側
の
二
体
の

み
で
あ
る
。
銘
文
に
よ
る
と
、
脊
属
の
数
は
元
々
九
体
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
寵

そ
し
て
、
主
尊
の
右
側
の
一
番
下
に
位
置
し
、
両
足
を
大
き
く
広
げ
て
立
つ
男

子
像
は
計
都
と
羅
喉
と
推
測
さ
れ
る
。
計
都
と
羅
喉
の
上
に
は
、
主
尊
奥
側
に

琵
琶
を
持
つ
金
星
が
、
そ
の
隣
り
に
筆
と
紙
を
持
つ
水
星
が
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
星
宿
神
の
損
傷
が
激
し
い
た
め
、
具
体
的
な
尊
名
は

判
断
で
き
な
い
が
、
土
星
と
火
星
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
宋
初
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
熾
盛
光
仏
図
に
お
い
て
、
大
足
像
の
主
尊

は
唯
一
、
通
肩
に
袈
裟
を
纏
う
熾
盛
光
仏
で
あ
る
。
大
足
像
の
主
尊
の
印
相
と

持
物
が
大
英
本
と
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と
に
対
し
て
、
五
星
の
う
ち
、
保
存
状

態
が
良
い
金
星
と
水
星
が
大
英
本
と
同
じ
特
徴
が
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

（
三
）
奈
良
・
上
之
坊
所
蔵
『
熾
盛
光
仏
大
威
徳
錆
災
吉
祥
陀
羅
尼

経
』
見
返
絵
（
以
下
、
上
之
坊
本
と
表
記
す
る
）
（
図
4

)

に
つ
い
て

光
仏
大
威
徳
錯
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』
見
返
絵
で
あ
る
。
上
之
坊
本
の
制
作
地
に

つ
い
て
は
、
谷
口
耕
生
氏
の
指
摘
に
よ
り
、
呉
越
国
の
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
現
存
作
例
か
ら
見
る
と
、
上
之
坊
本
は
「
巡
行
式
」
の
熾
盛
光
仏
図
に
お

の
上
半
部
に
位
置
し
、
宝
珠
を
持
つ

体
の
像
は
日
曜
・
月
曜
と
さ
れ
て
い
る
。

な
い
た
め
、
尊
格
を
特
定
し
難
い
。

い
て
、
主
尊
が
牛
車
に
乗
り
な
が
ら
正
面
に
向
か
う
唯
一
の
作
例
で
あ
る
。

主
尊
は
中
央
正
面
向
き
で
牛
車
の
上
に
乗
り
、
左
手
を
腹
前
に
掌
を
上
に
向

け
て
置
き
、
右
手
は
胸
の
前
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
左
右
に
比
丘
形
の
二
弟
子

と
神
将
形
の
二
天
王
、
そ
し
て
九
曜
を
配
し
て
い
る
。
比
丘
形
の
二
弟
子
が
主

尊
の
左
右
に
描
く
こ
と
は
、
熾
盛
光
仏
図
に
お
い
て
他
に
例
が
な
い
。

(

1

2

)

(

n

)

 

九
曜
に
お
い
て
は
、
林
温
氏
と
蘇
佳
螢
氏
が
各
星
宿
神
の
特
徴
を
分
析
し
た

が
、
持
物
が
は
っ
き
り
描
か
れ
て
い
な
い
人
物
も
何
人
か
い
る
た
め
、
全
て
は

判
別
が
難
し
い
。

特
徴
が
明
ら
か
な
星
宿
神
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
土
星
は
牛
の
左
側
で
杖

を
右
手
に
持
つ
婆
羅
門
形
の
老
人
で
あ
る
。
火
星
は
土
星
の
反
対
側
に
あ
り
、

四
腎
に
は
弓
、
箭
、
剣
、
戟
を
持
つ
分
心
怒
形
と
す
る
。
水
星
は
火
星
の
後
ろ
で

筆
を
右
手
に
持
つ
女
性
像
に
表
さ
れ
る
。
金
星
は
水
星
と
対
応
す
る
女
性
像
で

あ
る
。
牛
車
の
左
に
あ
る
、
帝
王
風
の
冠
を
被
る
人
物
は
日
曜
で
、
そ
の
冠
に

は
日
珠
だ
と
考
え
ら
れ
る
宝
珠
が
あ
る
。
牛
車
の
右
に
あ
る
、
手
に
月
珠
と
思

わ
れ
る
宝
珠
を
持
つ
女
性
は
月
曜
で
あ
る
。
水
星
の
右
後
と
金
星
の
左
後
に
あ

る
二
人
の
半
裸
の
分
心
怒
像
は
羅
眠
と
計
都
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
持
物
と
頭

冠
が
区
別
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
特
定
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
土
星
の
後
ろ
に
あ
る
頭
冠
の
下
に
長
い
頭
巾
を
被
り
、
手
に
笏
を

持
つ
男
性
像
と
、
月
曜
の
後
ろ
に
あ
る
冠
を
被
る
男
性
と
、
も
う
一
人
の
人
物

は
木
星
、
紫
気
と
月
李
だ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
持
物
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
い

後
世
の
熾
盛
光
仏
図
を
参
考
に
す
る
と
、
木
星
と
紫
気
は
常
に
近
似
し
た
官

人
風
の
容
姿
で
表
す
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
木
星
は
画
面
の
前
半
に
位
置

-138-



状
に
伸
び
る
光
線
、
あ
る
い
は
雲
気
の
合
間
に
二
十
八
宿
を
表
す
人
物
と
星
が

冠
を
被
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
都
と
考
え
ら
れ
る
。
画
面
の

、
牛

女
宮
が
順
に
描
か
れ
て
い
る
。
蘇
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
蠍
宮
と
天
秤
宮
の
順

番
が
逆
で
あ
る
こ
と
以
外
は
、
十
二
宮
の
配
置
は
『
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災

(

1

5

)

 

の
記
述
と
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
十
二
宮
を
囲
む
雲
気
の
外
側
は
放
射

の
右
側
に
立
つ
外
道
形
の
人
物
は
、
右
手
に
武
器
を
持
ち
、

の
上

の

の
前
に
あ
る
の
は
、
果
物
を
載
せ
た
盆
を
両
手
で
持
つ

で
あ
る
。

あ
る
の
は
火
星
で
、
そ
の
髪
の
毛
は
立
ち
、

っ
て
い
る
。
火

牛
宮
、

双
魚
宮
、
宝
瓶
宮
、
摩
謁
宮
、
弓
宮
、
天
秤
宮
、
蠍
宮
、

の
右
側
に

の
十
二
宮
が
描
か
れ
た
雲
気
の
円
形
は
画
面
の
第
二
層
に
な
る
。
雲
気
の
一

上
に
描
か
れ
た
の
は
獅
子
宮
の
円
相
で
、
右
か
ら
時
計
回
り
に
、
蟹
宮
、
男
女

主
尊
と
各
星
宿
神
は
円
形
の
雲
気
に
囲
ま
れ
、
画
面
の
第

ば
し
た
体
の
動
き
と
衣
服
の
様
式
は
同
じ
で
あ
る
。
木
星
と
金
星
に
つ
い
て
は
、

ロ
シ
ア
本
の
欠
損
が
激
し
い
た
め
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
の
三
つ
の

星
宿
神
の
近
似
か
ら
、
上
之
坊
本
に
あ
る
五
星
の
像
容
は
中
国
の
江
南
地
域
に

あ
る
呉
越
国
か
ら
西
北
の
敦
燒
ま
で
の
広
範
囲
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

層
と
な
り
、
こ

の
陀
羅
尼
経
呪
の

う
、
蘇
州
本
は
江
蘇
省
蘇
州
市
の
瑞
光
寺
塔
真
珠
舎
利
宝
瞳
経
幡
の
中
か
ら
発

見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
紙
本
墨
色
の
版
画
で
あ
る
。

か
れ
て
い
る
。
大
英
本
と
フ
ラ
ン
ス
本
と
同
じ
く
、
熾
盛
光
仏
は
牛
車
の
上
に

結
珈
朕
坐
を
し
て
、
頭
上
に
は
宝
蓋
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
画
面
中
の
線

が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
熾
盛
光
仏
の
手
印
は
は
っ
き
り
認
識
で
き
な
い

が
、
画
面
に
金
輪
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

る。

中
央
に
位
置
す
る
長
方
形
の
枠
内
に
熾
盛
光
仏
と
九
曜
、
そ
し
て
十

最
後
に
、
蘇
州
博
物
館
所
蔵
の
『
大
随
求
陀
羅
尼
経
呪
』

て
み
よ

ロ
シ
ア
本
の
水
星
の
よ
う
に
猿
の
冠
を
被
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
背
筋
を
伸

つ
い

戟
な
ど
の
持
物
を
持
つ
手
は
高
さ
か
ら
角
度
ま
で
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
水

（

四

）

し
た
二
十
八
宿
の
図
様
に
沿
う
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

宿
図
」
に
あ
る
そ
れ
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

一
十
八
宿
の
容
姿
は
、

の

月
曜
の
後
ろ
に
あ
る
も
う
一
人
の
人
物
は
月
李
で
あ
ろ
う
。

い
る
。
こ
の
二
十
八
宿
は
各
星
宿
神
の
特
徴
が
描
か
れ
て
お
り
、

の
可
能
性
が
高
い
。
月
曜
の
後
ろ
に
あ
る
冠
を
被
る
男
性
は
紫
気
で
、

上
之
坊
本
に
あ
る
土
星
そ
し
て
火
星
、
水
星
は
、

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
学
研
究
所
所
蔵
の
『
大
威
徳
熾
盛
光
消
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』

の
版
画
（
図

5
）
（
以
下
、
ロ
シ
ア
本
と
す
る
）
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
と
強
い
近
似
性
が

(

1

1

)

 

見
ら
れ
る
。
特
に
、
土
星
の
足
の
し
ぐ
さ
と
左
手
を
胸
ま
で
挙
げ
る
動
作
が

致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
火
星
を
左
右
反
転
し
て
み
る
と
、
両
者
が
弓
、
箭
、
剣
、

い
星
宿
神
が
少
な
く
、
現
存
作
例
の
中
に
二
十
八
宿
の
個
性
を
表
れ
た
珍
し
い

例
で
あ
る
。

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
本
図
に
お
い
て
、

の
後
ろ
に
あ
る
男
性

描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

(

1

6

)

 

経
』
（
以
下
、

と
す
る
）
を
基
に
し
た
配
置
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
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に
は
守
護
神
が
一
名
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
。

0
0五
）

の
年
紀
が
あ
り
、
漢
字
経
文
の
両
側

双
子
宮
、
天
娼
宮
、
白
羊
宮
の
順
で
、
画
面
の
右
側
の
上
か
ら
下
へ
は
、

な
い
た
め
、
区
別
は
で
き
な
い
。

を
引
い
て
い
る
の
は
土
星
で
あ
る
。
土
星
の
肩
に
は
豹
皮
を
纏
っ
て
お
り
、
手

に
錫
杖
を
持
つ
。
そ
し
て
画
面
の
右
側
に
計
都
と
対
応
の
位
置
に
あ
る
の
は
羅

眠
星
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
手
に
は
剣
を
持
っ
て
い
る
。
羅
賑
星
の
後
ろ
に
両

手
で
日
珠
を
持
つ
男
性
は
日
曜
で
、
画
面
の
右
上
に
両
手
で
月
珠
を
持
つ
女
性

は
月
曜
で
あ
る
。
日
曜
と
月
曜
の
間
に
あ
る
二
人
の
女
性
の
星
宿
神
は
金
星
と

水
星
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
持
物
と
頭
冠
が
は
っ
き
り
と
確
認
で
き

土
星
、
計
都
、
羅
眠
の
姿
は
、
後
の
西
夏
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
熾
盛
光
仏

(

1

8

)

 

図
に
あ
る
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
本
に
あ
る
顔
の
み
の
四
余
星
の

姿
と
較
べ
る
と
、
よ
り
、
図
様
が
発
展
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
夏
に
流

行
し
た
四
余
星
と
土
星
の
図
様
は
こ
の
時
期
か
ら
既
に
成
立
し
始
め
た
こ
と
が

窺
え
る
。

こ
の
中
に
あ
る
木
・
火
・
土
・
日
・
月
な
ど
の
星
宿
神
の
特
徴
は
『
七
曜
攘

災
決
』
巻
二
に
描
か
れ
た
星
宿
神
の
形
態
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
の
上

部
に
あ
る
四
つ
の
円
形
は
、
左
か
ら
右
へ
、
天
秤
宮
、
獅
子
宮
、
宝
瓶
宮
、
双

魚
宮
が
順
次
に
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
の
左
側
の
上
か
ら
下
へ
は
、
巨
蟹
宮
、

牛
宮
、
女
宮
、
磨
翔
宮
の
順
で
あ
る
。
陀
羅
尼
経
の
両
側
に
は
各
十
四
名
の
区

別
が
付
け
ら
れ
な
い
星
宿
神
が
あ
り
、
二
十
八
宿
と
考
え
ら
れ
る
。
梵
語
の
陀

羅
尼
経
の
下
に
は
漢
字
で
書
か
れ
た
唐
・
不
空
訳
の
『
普
遍
光
明
清
浄
熾
盛
如

意
宝
印
心
無
能
勝
大
明
王
大
随
求
陀
羅
尼
経
』
が
あ
る
。
ま
た
、
発
願
文
の
最

後
に
は
宋
初
の
景
徳
二
年
（

。
、つ

上
之
坊
本
と
蘇
州
本
を
比
較
す
る
と
、
同
じ
画
題
で
は
あ
る
が
、
画
面
に
描

か
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
の
相
異
点
が
多
い
。
ま
ず
、
画
面
に
あ
る
主
尊
と
星
宿

神
の
向
き
が
、
上
之
坊
本
は
真
正
面
、
蘇
州
本
は
画
面
の
右
方
向
を
向
い
て
い

る
。
次
に
、
上
之
坊
本
の
二
十
八
宿
と
異
な
り
、
蘇
州
本
の
二
十
八
宿
の
姿
は

個
体
の
区
別
が
付
か
な
い
。
ま
た
、
蘇
州
本
の
二
十
八
宿
と
中
央
に
あ
る
主
尊
・

九
曜
・
十
二
宮
の
間
に
は
呪
文
が
書
か
れ
て
い
て
、
上
之
坊
本
に
は
そ
れ
が
な

い
。
さ
ら
に
、
最
も
根
本
的
な
違
い
は
、
上
之
坊
本
の
構
図
は
円
形
で
、
蘇
州

本
は
方
形
と
い
う
点
で
あ
る
。

上
之
坊
本
と
蘇
州
本
に
は
多
く
の
相
違
点
が
指
摘
で
き
る
が
、
画
面
の
細
部

に
は
幾
つ
か
の
共
通
点
も
あ
る
。
ま
ず
は
、
画
面
の
配
置
で
あ
る
。
中
心
部
の

絵
だ
け
を
見
る
と
、
蘇
州
本
の
画
面
配
置
は
上
之
坊
本
と
同
じ
く
三
層
で
構
成

さ
れ
る
。
中
央
は
主
尊
の
熾
盛
光
仏
を
取
り
巻
く
九
曜
星
（
十
一
曜
）
、
そ
し

て
十
二
宮
、

画
面
の
一
番
下
に
書
か
れ
た
発
願
文
に
は
「
書
写
此
陀
羅
尼
安
子
瞳
刹
能
息
一

切
悪
」
が
あ
る
。
そ
の
意
味
は
「
こ
の
陀
羅
尼
経
を
書
い
て
宝
瞳
に
安
置
す
れ

一
切
の
悪
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
理
解
さ
れ
る
。
蘇
州
本
が
瑞
光

寺
塔
真
珠
舎
利
宝
瞳
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
写
経
を
奉
納
す
る

た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

つ
ま
り
内
中
外
の
三
層
構

成
の
熾
盛
光
仏
図
の
底
本
に
陀
羅
尼
経
を
差
し
込
ん
だ
可
能
性
が
高
い
だ
ろ

両
図
の
な
か
で
、
十
二
宮
の
描
き
方
は
、
上
之
坊
本
の
弓
宮
に
あ
る
弓
と
矢

が
交
差
し
、
蘇
州
本
で
は
平
行
に
描
か
れ
た
こ
と
以
外
は
、
多
く
の
類
似
点
が

認
め
ら
れ
る
。
各
宮
の
様
子
は
『
宿
曜
経
』
に
書
か
れ
た
十
二
宮
と
対
応
し
て

ま‘
,
1
 

一
番
外
側
に
二
十
八
宿
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蘇
州
本
の
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展
と
複
雑
化
に
な
る
状
況
は
、
す
で
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
詳
し
く
論
述
さ
れ
て

(

1

9

)

 

い
る
が
、
主
尊
の
熾
盛
光
仏
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。

前
述
の
作
例
を
比
較
す
る
と
、
大
英
本
と
フ
ラ
ン
ス
本
に
あ
る
主
尊
、
大
足

基
本
情
報
を
確
認
し
た
。
熾
盛
光
仏
を
取
り
巻
く
諸
星
宿
神
た
ち
の
図
様
の
発

経
典
に
お
い
て
熾
盛
光
仏
の
像
容
に
触
れ

）
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

の
持
物
、
印
相
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
モ
チ
ー
フ

い
と
い
う

な
図
様
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述
の
通
り
、

そ
う
で
は
な
い
。

以
上
、
唐
末
か
ら
宋
初
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
紀
年
銘
を
持
つ
熾
盛
光
仏
図
の

り
、
こ
の
長
い
時
間
の
中
で
、
熾
盛
光
仏

子
の
時
代
か
ら
大
英
本
が
制
作
さ
れ
た
八
九

っ
て
お

で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

の
発
展
状
況
を
参
照
す
る
と
、

展
さ
れ
た
異
な
る
表
現
で
あ
る
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。

蘇
州
本
の
制
作
年
代
は
上
之
坊
本
よ
り
五
十
年
近
く
遅
い
が
、
五
代
に
お
い

て
蘇
州
は
呉
越
国
の
一
部
分
で
あ
る
。
景
徳
二
年
に
呉
越
国
が
宋
に
臣
服
し
、

国
と
し
て
の
呉
越
国
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
が
、
戦
乱
が
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
文
化
の
伝
承
は
絶
え
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
蘇
州
本
と
上
之
坊
本
に
見

ら
れ
る
近
似
性
に
よ
り
、
谷
口
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
上
之
坊
本
が
呉
越
国

制
作
時
代
が
異
な
る
と
し
て
も
、

て
い

て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
例

た
時
に
、
九
曜
・
十

・
ニ
十
八
宿
な
ど

唐
代
の
呉
道
子
が
描
い
た (

2

0

)

 

像
が
数
多
く
制
作
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

)

の

つ
の
作
例
に
見
ら
れ
る
近
似
性
は
、
両
者
が
同
じ
図
像
源
泉
か
ら
発

の
記
録
に
よ
り
、
梁
か
ら
初
唐
ま
で
、

れ
た
同
心
円
の
紋
様
ま
で
共
通
し
て
い
る
。

十
二
宮
と

一
十
八
宿
は

に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

の
後
ろ
の
左
右
に
あ
る
施
旗
、
ま
た
、
車
を
引
く
牛
の
頭
に
描
か

象
は

て
い
る
如
来
形

に
懸
け
ら
れ
て
い
る
帳
幕
が
垂
れ
下
が
る

星
宿
神
に
お
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、

の
形

さ
ら
に
、
主
尊
の
熾
盛
光
仏
を
見
る
と
、

の
上
に
結
珈
朕
坐
し

光
仏
は
大
英
本
と
フ
ラ
ン
ス
本
の
み
で
あ
る
。

前
の
香
案
の
有
無
で
あ
る
。
宋
初
ま
で
、
こ
の

い
る
。
ま
た
、

で
の
現
存
作
例
を
見
る
と
、
天
王
が
描
か
れ
た
の
は
こ
の

は
な
く
、

い
る
。
蘇
州
本
の
発
願
文
の
左
右
に
も
二
人
の
天
王
が
描
か
れ
て
い
る
。

坊
本
で
は
主
尊
の
左
右
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
は
異
な
る
が
、
手
に
剣
を
持
つ
こ

と
、
円
形
の
頭
光
が
付
く
こ
と
、
そ
し
て
頭
巾
を
巻
く
点
は
完
全
に

つ
の
作
例
の
み
で
あ
る
。

像
の
主
尊
、
そ
し
て
上
之
坊
本
と
蘇
州
本
に
あ
る
主
尊
は
き
わ
だ
っ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
大
英
本
と
フ
ラ
ン
ス
本
の

の
蓮
華
で
あ
る
。

致
し
て

そ
れ
と
違
い
、
敦
燒
に
よ
く
見
ら
れ
る
様
式
で
あ
る
。

の
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熾
盛
仏
相
儀
、
毛
孔
飛
光
散
、
首
冠
五
仏
相
、

画
面
自
体
か
ら
見
る
と
、
大
英
本
と
フ
ラ
ン
ス
本
に
あ
る
熾
盛
光
仏
の
姿
は
、

敦
燒
地
域
で
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
説
法
図
に
あ
る
釈
迦
如
来
像
と
近
似
性
が
強

い
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
、
「
祇
樹
給
孤
独
園
図
」
（
図
7

)

は
唐
の
咸
通
九
年
（
八
六
八
）
、

大
英
本
が
制
作
さ
れ
る
二
十
九
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
版
画
で
あ
り
、
出
土
場
所

は
大
英
本
と
同
じ
く
敦
煽
莫
高
窟
蔵
経
洞
で
あ
る
。
「
祇
樹
給
孤
独
園
図
」
を

は
じ
め
、
敦
煽
周
辺
に
大
量
に
制
作
さ
れ
た
説
法
図
の
版
画
に
描
か
れ
た
主
尊

(

2

1

)

 

と
主
尊
の
前
に
置
か
れ
た
香
案
、
そ
し
て
天
蓋
は
大
英
本
と
フ
ラ
ン
ス
本
の
そ

れ
と
の
近
似
性
が
極
め
て
高
い
と
言
え
る
。
敦
燒
に
お
い
て
、
熾
盛
光
仏
図
を

制
作
す
る
当
初
、
熾
盛
光
仏
の
底
本
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
絵
師
が
経
典
儀
軌
に
書
か
れ
た
熾
盛
光
仏
は
釈
迦
の
形
象
と

同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
流
行
し
た
説
法
を
す
る
釈
迦
の
様
子
を
参
考
に
、

熾
盛
光
仏
を
描
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

五
星
な
ど
の
星
宿
神
図
様
の
発
展
は
安
定
し
、
は
っ
き
り
し
た
根
拠
が
あ
る

の
に
対
し
、
主
尊
の
熾
盛
光
仏
が
他
の
図
像
か
ら
直
接
的
に
図
様
を
借
用
す
る

こ
と
に
は
、
大
き
な
違
和
感
を
感
じ
る
。

手
は
釈
迦
と
同
じ
姿
で
書
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
熾
盛
光
仏
は
毛
穴
か
ら
光
を
飛
ば
し
、
五
仏
相
の
冠
を
戴
き
、
両

盛
光
仏
に
関
す
る
描
写
は
以
下
の
通
り
と
な
る
。

手
如
釈
迦
゜

聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
』
の
み
で
あ
る
。
こ
の
経
典
に
拠
れ
ば
、
熾

者
不
明

筆
者
は
こ
の
違
和
感
に
つ
い
て
、
密
教
修
法
の
―
つ
で
あ
る
熾
盛
光
法
は
秘

密
の
修
法
ゆ
え
に
生
じ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
熾
盛
光
仏
に
関
す
る
経
典

の
記
載
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

『
仏
説
熾
盛
光
大
威
徳
消
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』
唐
・
不
空
訳

但
子
清
浄
処
置
立
道
場
。

我
今
説
此
陀
羅
尼
不
可
思
議
功
徳
無
比
。
秘
密
受
持
勿
妄
宣
伝
。

『
仏
説
大
威
徳
金
輪
仏
頂
熾
盛
光
如
来
消
除
一
切
災
難
陀
羅
尼
経
』
唐
・
訳

応
子
清
浄
処
置
立
道
場
。

我
説
此
真
言
不
可
思
議
功
徳
無
比
。
秘
密
受
持
勿
妄
宣
伝
。

『
大
妙
金
剛
大
甘
露
軍
拳
利
焙
嬰
熾
盛
佛
頂
経
』
唐
・
達
磨
栖
那
訳

我
今
更
為
汝
説
秘
密
一
字
心
真
言
、
汝
当
善
聴
。

『
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
』
唐
・
戸
羅
跛
陀
羅
訳

必
須
慎
静
隠
密
作
之
、
深
心
敬
奉
志
求
必
獲
応
効
。

厳
飾
一
浄
房
深
密
之
処
、
建
曼
荼
羅
、
勿
使
多
人
知
見
、
若
多
人
知
見
即
求

願
難
得
災
禍
不
除
。

以
上
、
唐
時
代
の
経
典
儀
軌
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
経
軌
は
、
熾

盛
光
道
場
は
秘
密
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。

蘇
氏
の
研
究
に
よ
り
、
熾
盛
光
法
が
日
本
に
伝
来
し
た
後
、
秘
密
に
修
法
を

(

2

2

)

 

行
う
こ
と
も
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
。
『
阿
娑
縛
抄
』
に
は
「
帖
決
云
。
熾
盛

光
修
之
時
。
不
懸
彼
曼
陀
羅
。
秘
故
也
。
故
大
師
曼
荼
羅
納
蔵
不
出
給
也
。
或
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仏
図
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
民
間
で
制
作
さ
れ
た
熾
盛
光
仏
の
様
子
に
は
ば

性
別
な
い
し
服
色
ま
で
が
明
確
的
な
個
性
を
持
つ

様
を
借
用
し
た
主
尊
が
一
緒
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
唐
末
か
ら
宋
初
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
紀
年
銘
を
持
つ
四
幅
の
熾
盛
光

仏
図
に
焦
点
を
当
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
画
面
分
析
に
よ
っ
て
、
星
宿
神
の

よ
っ
て
、

他
の
図
像
か
ら
図

で
制
作
さ
れ
た
「
熾
盛
光
仏
並
五
星
図
」
に
は
頭
冠
・
持
物

ら
つ
き
が
あ
っ
て
、
統
一
性
や
完
成
度
も
低
い
。
い
て
は
、
制
作
さ
れ
た
熾
盛
光

第
二
巻
、
北
京
大

第
一
九
巻
、 第

八
頁

b
I三
三
九
頁
a
o

『
仏
説
熾
盛
光
大
威
徳
消
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』
に
書
か
れ
た
「
子
一
念
怒
尊
像
前
」

と
い
う
熾
盛
光
道
場
に
分
心
怒
尊
像
を
安
置
す
る
こ
と
に
も
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
谷
口
氏
の
指
摘
に
よ
り
熾
盛
光
法
は
、
唐
に
お
い
て
、
皇
帝
の
本
命

(

2

4

)

 

を
祈
念
し
て
国
家
を
守
護
す
る
皇
帝
の
本
命
道
場
で
あ
る
。
熾
盛
光
法
は
唐
時

る
道
場
で
、
そ
こ
で
成
立
し
た
熾
盛
光
仏
図
が
唐
に
お
い
て
一
般
に
公
開
さ
れ

の
も
の
で
あ
る
こ

(

1

)

唐
・
不
空
訳
『
仏
説
熾
盛
光
大
威
徳
消
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』

三
七
頁
b

_
―
―
八
頁
a
o

(

2

)

 

正
蔵
』
第
一
九
巻
、

(

3

)

唐
・
達
磨
栖
那
訳

一
九
巻
、
三
三
九
頁

a
I三
四
二
頁
b°

(

4

)

唐
・
戸
羅
賊
陀
羅
訳
『
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩

三
四
二
頁
b
I三
四
七
頁

b
o

(

5

)

孟
嗣
徽
「
熾
盛
光
仏
変
相
図
図
像
研
究
」
（

学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
。

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

は
、
秘
密
修
法
に
用
い
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

い
段
階
で
民
間
に
流
布
さ

切
災
難
陀
羅
尼
経
』
『
大

第
一
九
巻
、

た
熾
盛
光
仏
図
に
関
し
、

ヽ
こ
‘
°

じ
｀
シ
ー
し

熾
盛
光
仏
図
が
制
作
さ
れ
る
前
に
、
既
に
成
立
し
た
星
宿
神
の
図
様

今
後
は
本
稿
の
分
析
を
も
と
に
、

る
こ
と
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

摘
し
た
。

描
写
を
も
と
に
、
釈
迦

代
に
お
い
て
、

の
た
め
に
あ
る
修
法
で
あ
り
、
秘
密
性
を
極
め
て
重
視
す

仏
図
が
な
か
っ
た
た
め
、
「

と
い

か
っ
た
。 の
た
め

そ

盛
光
仏
図
が
唐
時
代
に
お
い

そ
の
上
で
、
史
実
と
経
典
儀
軌
の
記
述
か
ら
、

ま
た
、
他
の
仏
か
ら
図
様
を
借
用
し

(

2

3

)

 

一
盆
怒
尊
懸
之
修
之
。
謂
不
働
尊
也
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
熾
盛

光
法
を
修
法
す
る
時
に
、
熾
盛
光
仏
の
曼
荼
羅
の
代
わ
り
に
不
動
尊
図
を
掛
け

る
こ
と
で
、
熾
盛
光
仏
の
秘
密
性
を
守
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
不
空
訳
の

図
様
の
完
成
度
と
、

確
認
で
き
た
。

の

の
そ
れ

っ
て
、 ゞ

）
と
カ

い
と
い
う
こ
と
、
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(

6

)

ウ
ィ
ッ
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド
編
、
上
野
ア
キ
訳
『
西
域
美
術
敦
煙
絵
画
一

物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
』
（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
）
。

(

7

)

唐
・
金
倶
旺
『
七
曜
攘
災
決
』
『
大
正
蔵
』
第
ニ
―
巻
、
四
二
六
頁
b
ー
四
五
二
頁
b
°

(

8

)

唐
・
一
行
修
述
『
梵
天
火
羅
九
曜
』
『
大
正
蔵
』
第
ニ
―
巻
、
四
五
九
頁
b
|

四
六
二
頁
C
o

(

9

)

宋
・
蘇
洵
、
『
嘉
祐
集
・
雑
文
二
十
一
首
直
ハ
道
子
画
五
星
賛
』
（
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

巻
一
五
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
。

(

1

0

)

「敬

□発
心
掘
造
大
威
徳
熾
盛
光
仏
併
九
曜
共
一
翁
右
弟
子

□口
口
与

□□
口
兄
弟

等

□造
上
件
功
徳
併
已
成
就
意
者

□口
□□
同
範

□□
陳
雷
口
陪

□法
百
年
相
守
次

乞
家
人
口

□□
偶
随
永
無
障
堤
時
以
乾
徳
四
年
十
二
月
十
六
日
修
斎
表
慶
口
敬
弟
子

温
孟
達
寃
忠
進
子
彦
章
梁
陳
季
口
郎
知
進
楊
宗
厚
秦
口
芝
程
彦
暉
王
孟
言
王
徳
全
陳

口
敬
造
」
（
重
慶
大
足
石
刻
藝
術
博
物
館
、
重
慶
社
科
院
大
足
石
刻
藝
術
研
究
所
編
『
大

足
石
刻
銘
文
録
』
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
。

(
1
1
)
谷
口
耕
生
「
五
代
・
北
宋
期
に
お
け
る
熾
盛
光
道
場
本
尊
図
像
の
形
成
と
伝
播
ー
温

州
白
象
塔
星
宿
神
塑
像
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集
東
ア
ジ
ア
3
（
五

代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
）
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

0
ニ
―
年
）
。

(

1

2

)

林
温
「
上
之
坊
蔵
『
熾
盛
光
大
威
徳
錯
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』
見
返
絵
熾
盛
光
曼
荼
羅

に
つ
い
て
」
（
『
奈
良
県
所
在
中
国
古
版
経
調
査
報
告
書
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
、

二
0
0
一
年
）
。

(
1
3
)
蘇
佳
螢
「
日
本
に
お
け
る
熾
盛
光
仏
図
像
の
考
察
」
（
『
美
術
史
論
集
』
第
一
―
号
、

神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
、
二
0
1

―
年
）
。

(

1

4

)

靡
陽
「
大
威
徳
熾
盛
光
如
来
吉
祥
陀
羅
尼
経
文
本
研
究
」
（
『
敦
煽
研
究
』
第
四
号
、

甘
粛
人
民
出
版
社
、
二

0
一
五
年
）
。

(

1

5

)

註
1
3
を
参
照
す
る
。

(

1

6

)

唐
・
不
空
訳
『
文
殊
師
利
菩
薩
及
諸
仙
所
説
吉
凶
時
日
善
悪
宿
曜
経
』
『
大
正
蔵
』

第
ニ
―
巻
、
三
九
四
頁
C
o

(

1

7

)

蘇
州
市
文
管
会
「
蘇
州
市
瑞
光
寺
塔
発
現
一
批
五
代
、
北
宋
文
物
」
（
『
文
物
』
第

（
大
英
博

―
一
号
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
。

(

1

8

)

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
編
『
俄
蔵
黒
水
城
芸
術
品
』
第
2
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
0
1

四
頁
。

（
大
英
博

一年）。

(

1

9

)

岩
原
諦
信
『
星
と
暦
と
真
言
密
教
』
（
高
野
山
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
。
武
田
和
昭

『
星
曼
荼
羅
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
）
。
孟
嗣
徽
「
熾
盛
光
仏
変
相
図
図

像
研
究
」
（
『
敦
煙
吐
魯
番
研
究
』
第
二
巻
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
。
「
盛

唐
名
絵
五
星
及
二
十
八
宿
神
形
図
」
（
『
宋
元
絵
画
研
究
3

慶
賀
薄
松
年
教
授
従
教
6
0

周
年
』
北
京
故
宮
出
版
社
、

0
一
五
年
）
。

(

2

0

)

宋

『

宣

和

画

譜

』

巻

一

第

二

巻

、

上

海

人

民

美

術

出

版

社

、

一
九
六
三
年
）
。

(

2

1

)

宿
白
『
唐
宋
時
期
的
彫
版
印
刷
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
。

(

2

2

)

註
1
3
を
参
照
す
る
。

(

2

3

)

『
阿
娑
縛
抄
』
五
八
、
『
大
正
蔵
』
図
像
部
第
九
巻
、

(

2

4

)

註
1
1
を
参
照
す
る
。

【
図
版
出
典
】

図
ー
：
ウ
ィ
ッ
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド
編
、
上
野
ア
キ
訳
『
西
域
美
術
敦
煽
絵
画
一

物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
』
講
談
社
、
一
九
八
二
年
。

図
2
五
林
樹
中
編
『
海
外
蔵
中
国
歴
代
名
画
』
第
二
巻
、
湖
南
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

図
3
、
4
、
5
、
8
、
9
、
1

0

羞
ナ
之
檀
組
『
中
国
版
画
全
集
』
第
一
巻
、
紫
禁
城
出
版
社
、

二
0
0
八
年
。

図
6
芯
吊
任
侠
編
『
大
足
石
刻
彫
塑
全
集
』
北
山
石
窟
巻
、
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

図
7
、
1
1
苗
回
心
慧
編
『
中
国
古
代
仏
教
版
画
集
』
第
一
巻
、
学
苑
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

-144 



-
0
二
三
年
＼

施
園
園
（
し
・
え
ん
え
ん
）

二
0
一
八
年
中
国
美
術
学
院
学
部
卒
業

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍

年゚

_ 145 



図1 「熾盛光仏並び五星図」唐・乾寧四年（八九七）

絹本着色、（縦80.4、横55.4センチ）莫高窟蔵

経洞出土、大英博物館所蔵

図3 「熾盛光仏及び諸星曜図」晩唐、紙本 図2 「金輪熾盛光仏及び九曜像」前蜀乾徳四年（九ニニ）

着色、（縦76.4、横30.5センチ）莫 重慶大足石刻北山仏湾の第三十九窟

高窟蔵経洞出土、フランス国立図書

館所蔵
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図5 『大威徳熾盛光消災吉祥陀羅尼経』

版画、五代、紙本墨印、（残幅：

縦32.1、横22.8センチ）ロシア

科学アカデミー東洋学研究所サン

クト・ペテルブルク支部所蔵

図4『熾盛光仏大威徳錯災吉祥陀羅尼経』見返絵、宋・開宝五

年（九七二）紙本墨印、（縦28.2、横 142.8センチ）奈良・
上之坊所蔵

図7 「祇樹給孤独園図」唐・咸通九年（八六八）紙本墨印、 図6 『大随求陀羅尼経呪』版画、宋・景徳
敦燻莫高窟蔵経洞出土、イギリス国立図書館所蔵
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二年 (-00五）紙本墨印、（外縦
25、横21.2センチ、内縦8.5、横6.2

センチ）蘇州博物館所蔵


